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(57)【要約】
【課題】　複雑な回路を設けることなく、同一ライン上
で複数の濃度ドットを発生させる記録ヘッドを得る。
【解決手段】　駆動部１１３は、互いに独立に駆動時間
を定める駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿Ｎ、及び駆動信号Ｈ
Ｄ＿ＳＴＢ２＿Ｎとを受入れ、シフトレジスタ部１１１
に入力される印刷データ信号ＨＤ＿ＤＡＴＡ［１：０］
に基づいて、ＬＥＤアレイ１１４が有する複数のＬＥＤ
素子の各々に対応させて何れか一方の上記駆動信号が選
択され駆動される。
【選択図】　　　　図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の記録素子を所定方向に配列させた記録素子アレイと、該記録素子アレイに含まれ
る各々の記録素子を駆動する駆動回路とを有する記録ヘッドであって、
　互いに独立に駆動時間を定める駆動信号を入力可能な複数の入力端子と、
　前記複数の記録素子の各々に対応させて設けられ、前記複数の入力端子から入力された
駆動信号の何れかを選択する選択部とを備え、
　前記駆動回路は、
　前記選択部により選択された駆動信号に基づいて、対応する記録素子を駆動することを
特徴とする記録ヘッド。
【請求項２】
　複数の記録素子を所定方向に配列させた記録素子アレイと、該記録素子アレイに含まれ
る各々の記録素子を駆動する駆動回路とを有する記録ヘッドであって、
　互いに独立に駆動時間を定める駆動信号を入力可能な複数の入力端子と、
　前記複数の記憶素子の各々の駆動順序情報を格納する記憶部と、
　前記駆動順序情報に基づいて画像情報を編集する画像情報編集部と、
　前記画像情報に基づいて前記各々の記録素子に対応する駆動信号を選択する選択部とを
備え、
　前記駆動回路は、
　前記選択部により選択された駆動信号に基づいて、対応する記録素子を駆動することを
特徴とする記録ヘッド。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の記録ヘッドを用いることを特徴とする画像形成装置。
【請求項４】
　複数のＬＥＤ素子を所定方向に配列させたＬＥＤ素子アレイと、該ＬＥＤ素子アレイに
含まれる各々のＬＥＤ素子を駆動する駆動回路とを有するＬＥＤヘッドであって、
　互いに独立に駆動時間を定める駆動信号を入力可能な複数の入力端子と、
　前記複数のＬＥＤ素子の各々に対応させて設けられ、前記複数の入力端子から入力され
た駆動信号の何れかを選択する選択部とを備え、
　前記駆動回路は、
　前記選択部により選択された駆動信号に基づいて、対応するＬＥＤ素子を駆動すること
を特徴とするＬＥＤヘッド。
【請求項５】
　複数のＬＥＤ素子を所定方向に配列させたＬＥＤ素子アレイと、該ＬＥＤ素子アレイに
含まれる各々のＬＥＤ素子を駆動する駆動回路とを有するＬＥＤヘッドであって、
　互いに独立に駆動時間を定める駆動信号を入力可能な複数の入力端子と、
　前記複数の記憶素子の各々の駆動順序情報を格納する記憶部と、
　前記駆動順序情報に基づいて画像情報を編集する画像情報編集部と、
　前記画像情報に基づいて前記各々のＬＥＤ素子に対応する駆動信号を選択する選択部と
を備え、
　前記駆動回路は、
　前記選択部により選択された駆動信号に基づいて、対応するＬＥＤ素子を駆動すること
を特徴とするＬＥＤヘッド。
【請求項６】
　請求項４又は請求項５に記載のＬＥＤヘッドを用いることを特徴とする画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の記録素子を用いた、記録ヘッド又はＬＥＤヘッド、及びそれらを用い
た画像形成装置に関するものである。
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【背景技術】
【０００２】
　従来の画像形成装置に用いられている、記録（発光）素子を複数配列させた記録ヘッド
及びＬＥＤヘッドでは、同一走査線上に配列された複数個の記録（発光）素子が、それぞ
れ一定の駆動エネルギで駆動されていた。かかる目的を達成するために、例えば特許文献
１では、発光素子毎に、各々の駆動時間を記憶する記憶素子と、その駆動時間を設定する
カウンタとが設けられていた。このカウンタにより設定されたデータに基づいて発光素子
毎に駆動時間が個別に設定され、各発光素子毎の発光量が一律になるように調整されてい
た。
【特許文献１】特開平０６－２９７７６９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上記従来の、記録ヘッド又はＬＥＤヘッドでは、発光素子毎に、各々の駆動時間を記憶
する記憶素子と、その駆動時間を設定するカウンタが必要になるため、記録ヘッド又はＬ
ＥＤヘッドが、複雑で高価になるという解決すべき課題が残されていた。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、複数の記録素子を所定方向に配列させた記録素子アレイと、該記録素子アレ
イに含まれる各々の記録素子を駆動する駆動回路とを有する記録ヘッドであって、互いに
独立に駆動時間を定める駆動信号を入力可能な複数の入力端子と、上記複数の記録素子の
各々に対応させて設けられ、上記複数の入力端子から入力された駆動信号の何れかを選択
する選択部とを備え、上記駆動回路は、上記選択部により選択された駆動信号に基づいて
、対応する記録素子を駆動することを主要な特徴とする。
【発明の効果】
【０００５】
　本発明による記録ヘッド又はＬＥＤヘッドでは、互いに独立に駆動時間を定める駆動信
号を入力可能な複数の入力端子と、複数の記録素子の各々に対応させて設けられ、上記複
数の入力端子から入力された駆動信号の何れかを選択する選択部とを備え、印刷データに
基づいて、駆動信号を選択し、記録素子を駆動することが可能になるので、複雑な回路を
設けることなく、同一ライン上で複数の濃度ドットを発生できるとことが可能になるので
、記録ヘッド又はＬＥＤヘッドが、複雑で高価になるのを回避できるという効果を得る。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　本発明による、記録ヘッド、ＬＥＤヘッド、及び画像形成装置は以下のように構成され
る。
【実施例１】
【０００７】
　（構成）の説明
　図１は、ＬＥＤヘッドの断面図である。
　この図は、実施例１で用いる記録ヘッドとしてのＬＥＤヘッド１００を示す断面図であ
る。
　図２は、ＬＥＤヘッドの平面配置図である。
　この図は、上記図１に記載の発光部ユニット１０６の構成例を示す平面配置図である。
【０００８】
　上記図１、及び図２を併用して実施例１で用いられる記録ヘッドとしてのＬＥＤヘッド
１００の構成について説明する。
　図に示すように、ベース部材１０１上にはＬＥＤユニット１０２が搭載されている。実
装基板１０９上には、発光部ユニット１０６が長手方向に沿って複数個配設されている。
本実施例では、発光部ユニット１０６が２６個配設されている。実装基板１０９上には、



(4) JP 2008-55865 A 2008.3.13

10

20

30

40

50

その他に、電子部品が配置され、配線が形成される電子部品実装エリア１０７、１１０、
や、外部から制御信号や電源などを受入れるためのコネクタ１０８が設けられている。
【０００９】
　発光部ユニット１０６の（図中）上面には、発光部から出射された光を集光する光学素
子として、ロッドレンズアレイ１０３が配設されている。ロッドレンズアレイ１０３は、
柱状の光学レンズが、発光部ユニット１０６に沿って、多数配列されたものである。又、
ロッドレンズアレイ１０３は、光学素子ホルダに相当するレンズホルダ１０４によって所
定の位置に保持される。このレンズホルダ１０４は、同図に示すように、ベース部材１０
１及びＬＥＤユニット１０２を覆うように形成されている。ベース部材１０１、ＬＥＤユ
ニット１０２、及びレンズホルダ１０４は、ベース部材１０１及びレンズホルダ１０４に
形成された開口部１０１ａ、１０４ａを介して配設されるクランパ１０５によって一体的
に狭持されている。
【００１０】
　次に、以上説明したＬＥＤユニット１０２が搭載されるプリンタ装置の機構部の概略構
成について説明する。
　図３は、プリンタ装置の概略構成の断面図である。
　図中、感光ドラム３０１は、露光により静電潜像がその表面に形成されるドラムである
。感光ドラム３０１の周囲には感光ドラム３０１の回転方向（図中矢印方向）の上流から
帯電ローラ３０２、ＬＥＤヘッド１００、現像ローラ３０６、転写ローラ３０９が順に配
設されている。帯電ローラ３０２は、感光ドラム３０１の表面を負の電荷に帯電させるも
のである。ＬＥＤヘッド１００は、帯電ローラ３０２によって帯電された感光ドラム３０
１の表面を露光し、静電潜像を形成させるものである。ＬＥＤヘッド１００は、複数のＬ
ＥＤ素子が主走査方向に配列されたＬＥＤヘッドである。
【００１１】
　トナー３０４は、現像剤である。トナーカートリッジ３０５は、トナー３０４が充填さ
れたものである。現像ローラ３０６は、静電潜像が形成された感光ドラム３０１の表面上
にトナー３０４を付着させ、トナー像を現像するローラである。供給ローラ３０７は、ト
ナーカートリッジ３０５に充填されたトナー３０４を現像ローラ３０６に供給するローラ
である。３０８は印刷媒体である。転写ローラ３０９は、感光ドラム３０１に現像された
トナー像を印刷媒体３０８に転写するローラである。定着装置３１０は、印刷媒体３０８
に転写されたトナー像を印刷媒体３０８に定着させる装置である。
【００１２】
　続いて、プリンタ装置３００の制御系統について説明する。
　図４は、実施例１のプリンタ装置の制御系統説明図である。
　図中、画像処理部４００は、図示しない上位装置より印刷データを受信し、受信した印
刷データをライン単位の印刷データに展開し、印刷制御部４０１へ送出する部分である。
印刷制御部４０１は受入れた印刷データをＬＥＤヘッド１００に送出すると共に、ＬＥＤ
ヘッド１００の動作を制御する部分である。
【００１３】
　画像処理部４００から印刷制御部４０１へは、印刷開始指示信号ＰＲＮＴ、印刷データ
Ｐ＿ＤＡＴＡが送出される。印刷制御部４０１から画像処理部４００へは、送信指示信号
ＦＳＹＮＣと、ライン同期信号ＬＳＹＮＣが送出される。印刷制御部４０１からＬＥＤヘ
ッド１００へは、印刷データ信号ＨＤ＿ＤＡＴＡ［１：０］、クロック信号ＨＤ＿ＣＬＫ
、ラッチ信号ＨＤ＿ＬＯＡＤ、駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿Ｎ、ＨＤ＿ＳＴＢ２＿Ｎが送出
される。
【００１４】
　図５は、実施例１の発光部ユニットのブロック図である。
　この図は、図２に示した発光部ユニット１０６の内部構成と、発光部ユニット１０６ど
うしの接続を示す図である。
　図中、発光部ユニット１０６は、シフトレジスタ部１１１とラッチ部１１２と駆動部１
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１３とＬＥＤアレイ１１４とを備える。本実施例のＬＥＤアレイ１１４は、１９２個の発
光ダイオードが配設されたものである。ＬＥＤヘッド１００（図１）には、ＬＥＤアレイ
１１４を有する発光部ユニット１０６が２６個配設されており、全部で１９２×２６＝４
９９２個の発光ダイオードが含まれている。
【００１５】
　シフトレジスタ部１１１は２ビットのフリップフロップ回路からなる１９２段のシフト
レジスタである。このシフトレジスタ部１１１には、印刷データ信号ＨＤ＿ＤＡＴＡ［１
：０］とクロック信号ＨＤ＿ＣＬＫが入力される。尚、印刷データ信号ＨＤ＿ＤＡＴＡ［
１：０］には、印刷データと、各発光ダイオード毎の駆動信号選択データが含まれている
。シフトレジスタ部１１１のシフト出力信号ＳＦ＿Ｑは、次の発光部ユニット内のシフト
レジスタ部に入力される。ラッチ部１１２には、シフトレジスタ部１１１のデータ出力信
号ＦＦ＿Ｄと、ラッチ信号ＨＤ＿ＬＯＡＤが入力される。駆動部１１３には、ラッチ部１
１２からのデータ出力信号ＬＴ＿Ｄと、駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿Ｎ、ＨＤ＿ＳＴＢ２＿
Ｎが入力される。ＬＥＤアレイ１１４には、駆動部１１３からのデータ駆動信号ＤＲ＿Ｄ
が入力される。以下に各部分の内部構成について詳細に説明する。
【００１６】
　図６は、実施例１のシフトレジスタ部の内部構成図である。
　シフトレジスタ部１１１は、同図に示す通り、１９２個の２ビットのフリップフロップ
ＦＦ１～ＦＦ１９２で構成されるシフトレジスタである。フリップフロップＦＦ１～ＦＦ
１９２の出力である２ビットのデータ出力信号ＦＦ＿Ｄ１［１：０］～ＦＦ＿Ｄ１９２［
１：０］は、図５のデータ出力信号ＦＦ＿Ｄを詳しく示したものであり、ラッチ部１１２
へ入力される。シフトレジスタ部１１１における最終段のフリップフロップＦＦ１９２の
出力であるシフト出力信号ＳＦ＿Ｑは、次の発光部ユニット１０６内の後に続くシフトレ
ジスタ部に向けて出力される。
【００１７】
　図７は、実施例１のラッチ部の内部構成図である。
　ラッチ部１１２は、図に示すように１９２個の２ビットのラッチ回路ＬＴ１～ＬＴ１９
２で構成される。（２ビットの）ラッチ回路ＬＴ１～ＬＴ１９２には、ラッチ信号ＨＤ＿
ＬＯＡＤと、シフトレジスタ部１１１のフリップフロップＦＦ１～ＦＦ１９２の出力であ
る２ビットのデータ出力信号ＦＦ＿Ｄ１［１：０］～ＦＦ＿Ｄ１９２［１：０］がそれぞ
れ入力される。ラッチ回路ＬＴ１～ＬＴ１９２の出力である２ビットのデータ出力信号Ｌ
Ｔ＿Ｄ１［１：０］～ＬＴ＿Ｄ１９２［１：０］は、図５に示したラッチ部１１２のデー
タ出力信号ＬＴ＿Ｄを詳しく示したもので、駆動部１１３へ入力される。
【００１８】
　図８は、実施例１の駆動部の内部構成図である。
　図に示すように、駆動部１１３は、１９２個の駆動回路ＤＲ１～ＤＲ１９２で構成され
る。駆動回路ＤＲ１～ＤＲ１９２には、駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿Ｎ、ＨＤ＿ＳＴＢ２＿
Ｎと、ラッチ部１１２（図７）のラッチ回路ＬＴ１～ＬＴ１９２の出力である２ビットの
データ出力信号ＬＴ＿Ｄ１［１：０］～ＬＴ＿Ｄ１９２［１：０］がそれぞれ入力される
。駆動回路ＤＲ１～ＤＲ１９２の出力であるデータ駆動信号ＤＲ＿Ｄ１～ＤＲ＿Ｄ１９２
は、図５に示した駆動部１１３のデータ駆動信号ＤＲ＿Ｄを詳しく示したもので、ＬＥＤ
アレイ１１４へ入力される。
【００１９】
　図９は、ＬＥＤアレイの内部構成図である。
　図に示すように、ＬＥＤアレイ１１４は、１９２個の発光ダイオードＬＤ１～ＬＤ１９
２で構成される。発光ダイオードＬＤ１～ＬＤ１９２のアノードには、駆動部１１３（図
８）の駆動回路ＤＲ１～ＤＲ１９２の出力であるデータ駆動信号ＤＲ＿Ｄ１～ＤＲ＿Ｄ１
９２がそれぞれ入力される。発光ダイオードＬＤ１～ＬＤ１９２のカソードは接地されて
いる。
【００２０】



(6) JP 2008-55865 A 2008.3.13

10

20

30

40

50

　図１０は、実施例１の駆動回路の内部構成図である。
　図に示すように、駆動回路ＤＲ１は、ＡＮＤ回路１３１、１３２、ＯＲ回路１３３、Ｎ
ＡＮＤ回路１３４、ＰＭＯＳトランジスタ１３５とを含む。ＡＮＤ回路１３１の入力には
ラッチ回路ＬＴ１（図７）のデータ出力信号ＬＴ＿Ｄ１［１：０］の上位１ビットと、駆
動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿Ｎの負論理信号が入力される。ＡＮＤ回路１３２の入力にはラッ
チ回路ＬＴ１（図７）のデータ出力信号ＬＴ＿Ｄ１［１：０］の上位１ビットの負論理信
号と、駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ２＿Ｎの負論理信号が入力される。ＯＲ回路１３３の入力に
はＡＮＤ回路１３１と１３２の出力が入力される。ＮＡＮＤ回路１３４の入力には、ラッ
チ回路ＬＴ１（図７）のデータ出力信号ＬＴ＿Ｄ１［１：０］の下位１ビットと、ＯＲ回
路１３３の出力が入力される。ＰＭＯＳトランジスタのゲートにはＮＡＮＤ回路１３４の
出力が入力され、ドレインには電圧Ｖｄｄが印加され、ソース（ＤＲ＿Ｄ１）には発光ダ
イオードＬＤ１が接続される。
【００２１】
　（動作）の説明
　最初に図３に戻って、本発明が適用されるプリンタ装置３００の印刷プロセスについて
説明する。まず、感光ドラム３０１の表面が帯電ローラ３０２により、一様かつ均一に、
負に帯電される。次に、ＬＥＤヘッド１００により、帯電された感光ドラム３０１の表面
上に選択的に露光され、静電潜像が形成される。次に、現像ローラ３０６により、静電潜
像が形成された感光ドラム３０１の表面上にトナー３０４が付着されトナー像が現像され
る。次にこのトナーは転写ローラ３０９により、印刷媒体１３上に転写される。次に、転
写されたトナー像は定着装置３１０により、印刷媒体１３上に定着される。以上のプロセ
スを連続的に繰り返しながら印刷が実行される。
【００２２】
　次にタイムチャートを用いて制御系統（図４）の動作について説明する。
　図１１は、実施例１のプリンタ装置の制御系統のタイムチャートである。
　このタイムチャートは、画像処理部４００と印刷制御部４０１とＬＥＤヘッド１００の
動作を示すタイムチャートである。図の上から順番に印刷開始指示信号ＰＲＮＴ、送信指
示信号ＦＳＹＮＣ、ライン同期信号ＬＳＹＮＣ、印刷データＰ＿ＤＡＴＡ、印刷データ信
号ＨＤ＿ＤＡＴＡ［１：０］、クロック信号ＨＤ＿ＣＬＫ、ラッチ信号ＨＤ＿ＬＯＡＤ、
駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿Ｎ、及び、駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ２＿Ｎの各信号波形を表し、
最下段に、各信号共通の時刻（Ｔ）を表している。
【００２３】
　この図を用いて、随時、図４、図５を参照しながら、画像処理部４００と印刷制御部４
０１とＬＥＤヘッド１００の動作について、以下に時刻順に詳細に説明する。
　画像処理部４００（図４）は図示しない上位装置より印刷データを受信すると、受信し
た印刷データをライン単位の印刷データに展開し、印刷制御部４０１に送信する印刷デー
タの作成を開始する。
【００２４】
　時刻Ｔ１
　画像処理部４００（図４）は、印刷データの準備が整うと、印刷開始指示信号ＰＲＮＴ
により印刷制御部４０１（図４）に印刷開始を指示する。
【００２５】
　時刻Ｔ２
　印刷制御部４０１（図４）は、この印刷開始指示信号ＰＲＮＴを受けると、印刷を開始
すべく、送信指示信号ＦＳＹＮＣと、ライン同期信号ＬＳＹＮＣを画像処理部４００（図
４）に送出する。
【００２６】
　時刻Ｔ３
　画像処理部４００（図４）は、この送信指示信号ＦＳＹＮＣとライン同期信号ＬＳＹＮ
Ｃを受入れると、印刷データＰ＿ＤＡＴＡを使用して、印刷制御部４０１（図４）への１
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ライン分の印刷データの送出を開始する。更に、送信指示信号ＦＳＹＮＣがＨの間、ライ
ン同期信号ＬＳＹＮＣの印刷１ライン周期の間隔内に、印刷データＰ＿ＤＡＴＡを使用し
て、１ライン分の印刷データを、印刷制御部４０１（図４）に送出する。
　印刷制御部４０１（図４）に送出された印刷データは、印刷データ信号ＨＤ＿ＤＡＴＡ
［１：０］を使用して、クロック信号ＨＤ＿ＣＬＫに同期しながら、随時ＬＥＤヘッド１
００（図４）に送出される。
　ＬＥＤヘッド１００（図４）は、１画素あたり２ビットからなるデータに基づいて発光
を行うものである。そのため、ＬＥＤヘッド１００（図４）は、２ビットの印刷データ入
力を備えている。本実施例におけるＬＥＤヘッド１００（図４）は、４９９２個の発光ダ
イオードを備えているため、印刷制御部４０１（図４）は、印刷データ信号ＨＤ＿ＤＡＴ
Ａ［１：０］を使用して、２ビットのデータをクロック信号ＨＤ＿ＣＬＫに同期させて４
９９２回繰り返し、１ライン分の印刷データを送出する。
　ＬＥＤヘッド１００（図４）は、クロック信号ＨＤ＿ＣＬＫに同期させて、２ビットの
印刷データ信号ＨＤ＿ＤＡＴＡ［１：０］を随時シフトレジスタ部１１１にシフト転送し
ていく。４９９２回のクロック信号ＨＤ＿ＣＬＫによって、ＬＥＤヘッド１００（図４）
のシフトレジスタに１ライン分の印刷データが格納された状態になる。
【００２７】
　時刻Ｔ４
　印刷制御部４０１（図４）は、ＬＥＤヘッド１００（図４）にラッチ信号ＨＤ＿ＬＯＡ
Ｄを送信する。ＬＥＤヘッド１００（図４）は、このラッチ信号ＨＤ＿ＬＯＡＤを受けて
シフトレジスタ部１１１（図５）に格納されたデータ出力信号ＦＦ＿Ｄ（図５）をラッチ
部１１２（図５）にラッチさせる。
【００２８】
　時刻Ｔ５
　印刷制御部４０１（図４）は、パルス幅の異なる駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿Ｎ、ＨＤ＿
ＳＴＢ２＿ＮをＬＥＤヘッド１００（図４）に送出する。ＬＥＤヘッド１００（図４）の
駆動部１１３（図５）は、この駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿ＮとＨＤ＿ＳＴＢ２＿Ｎとラッ
チ部１１２（図５）からのデータ出力信号ＬＴ＿Ｄ（図５）を受けて、ＬＥＤアレイ（図
５）を駆動するためのデータ駆動信号ＤＲ＿Ｄ（図５）を出力する。
　印刷制御部４０１（図４）は、この一連の動作をライン単位で繰り返し行い、ＬＥＤヘ
ッド１００（図４）を制御する。
【００２９】
　以下に駆動部１１３（図５）における駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿Ｎ、及び駆動信号ＨＤ
＿ＳＴＢ２＿Ｎと、データ駆動信号ＤＲ＿Ｄ（図５）との関連について説明する。
　図１２は、実施例１の駆動部の動作を示すタイムチャートである。
　この図は、駆動回路ＤＲ１（図１０）の入出力信号の動作を示したタイムチャートであ
る。この図１２を用いて、随時、図１０を参照しながら、駆動回路ＤＲ１の動作について
説明する。
　尚、発光ダイオードＬＤ１（図９）のアノードには、駆動回路ＤＲ１の出力であるデー
タ駆動信号ＤＲ＿Ｄ１が接続されている。
【００３０】
　図１２の（ａ）は、データ出力信号ＬＴ＿Ｄ［１：０］が２´ｂ００の場合に、駆動回
路ＤＲ１が出力するデータ駆動信号ＤＲ＿Ｄ１の動作を示したタイムチャートである。
　この場合、ＮＡＮＤ回路１３４（図１０）の１入力であるデータ出力信号ＬＴ＿Ｄ１［
０］はＬｏｗであるので、ＮＡＮＤ回路１３４（図１０）の出力はＨｉｇｈである。従っ
て、ＰＭＯＳトランジスタ１３５は、オフの状態になり、駆動回路ＤＲ１の出力するデー
タ駆動信号ＤＲ＿Ｄ１はＬｏｗである。
【００３１】
　図１２の（ｂ）は、データ出力信号ＬＴ＿Ｄ［１：０］が２´ｂ０１の場合に、駆動回
路ＤＲ１が出力するデータ駆動信号ＤＲ＿Ｄ１の動作を示したタイムチャートである。こ
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の場合、ＡＮＤ回路１３１の入力であるデータ出力信号ＬＴ＿Ｄ１［１］はＬｏｗである
ので、ＡＮＤ回路１３１の出力は、Ｌｏｗである。ＡＮＤ回路１３２の１入力であるデー
タ出力信号ＬＴ＿Ｄ１［１］の逆論理信号はＨｉｇｈであり、もう一方の入力が駆動信号
ＨＤ＿ＳＴＢ２＿Ｎの逆論理信号であるので、ＡＮＤ信号１３２の出力は、駆動信号ＨＤ
＿ＳＴＢ２＿Ｎの逆論理信号である。ＯＲ回路１３３の入力は、ＡＮＤ回路１３１の出力
であるＬｏｗと、ＡＮＤ回路１３２の出力である駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ２＿Ｎの逆論理信
号であるので、ＯＲ回路１３３の出力は、駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ２＿Ｎの逆論理信号にな
る。ＮＡＮＤ回路１３４の入力は、Ｈｉｇｈであるデータ出力信号ＬＴ＿Ｄ１［０］と、
ＯＲ回路１３３の出力である駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ２＿Ｎの逆論理信号である。従って、
ＮＡＮＤ回路１３４の出力は、駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ２＿Ｎと同じになり、駆動信号ＨＤ
＿ＳＴＢ２＿Ｎが、Ｌｏｗの期間ＰＭＯＳトランジスタ１３５をオンすることになり、駆
動回路ＤＲ１の出力するデータ駆動信号ＤＲ＿Ｄ１は、ＨＤ＿ＳＴＢ２＿ＮがＬｏｗの期
間Ｈｉｇｈになる。
【００３２】
　図１２の（ｃ）は、データ出力信号ＬＴ＿Ｄ１［１：０］が２´ｂ１０の場合に、駆動
回路ＤＲ１が出力するデータ駆動信号ＤＲ＿Ｄ１の動作を示したタイムチャートである。
　この場合、ＮＡＮＤ回路１３４の入力であるデータ出力信号ＬＴ＿Ｄ１［０］はＬｏｗ
であるので、ＮＡＮＤ回路１３４の出力はＨｉｇｈである。従って、ＰＭＯＳトランジス
タ１３５はオフ状態になり、駆動回路ＤＲ１の出力するデータ駆動信号ＤＲ＿Ｄ１はＬｏ
ｗである。
【００３３】
　図１２の（ｄ）は、データ出力信号ＬＴ＿Ｄ１［１：０］が２´ｂ１１の場合に、駆動
回路ＤＲ１が出力するデータ駆動信号ＤＲ＿Ｄ１の動作を示したタイムチャートである。
　この場合、ＡＮＤ回路１３１の入力であるデータ出力信号ＬＴ＿Ｄ１［１］はＨｉｇｈ
であり、もう一方の入力が駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿Ｎの逆論理信号であるので、ＡＮＤ
回路１３１の出力は駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿Ｎの逆論理信号である。ＡＮＤ回路１３２
の１入力であるデータ出力信号ＬＴ＿Ｄ１［１］の逆論理信号はＬｏｗであるので、ＡＮ
Ｄ回路１３２の出力はＬｏｗである。ＯＲ回路１３３の入力は、ＡＮＤ回路１３１の出力
である駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿Ｎの逆論理信号と、ＡＮＤ回路１３２の出力であるＬｏ
ｗであるので、ＯＲ回路１３３の出力は、駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿Ｎの逆論理信号にな
る。ＮＡＮＤ回路１３４の入力は、Ｈｉｇｈであるデータ出力信号ＬＴ＿Ｄ１［０］と、
ＯＲ回路１３３の出力である駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿Ｎの逆論理信号である。従って、
ＮＡＮＤ回路１３４の出力は駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿Ｎと同じになり、駆動信号ＨＤ＿
ＳＴＢ１＿ＮがＬｏｗの期間ＰＭＯＳトランジスタ１３５をオンすることになり、駆動回
路ＤＲ１の出力するデータ駆動信号ＤＲ＿Ｄ１は駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿ＮがＬｏｗの
期間Ｈｉｇｈになる。
【００３４】
　駆動回路ＤＲ１の動作からも分かるように、駆動回路ＤＲ１のデータ出力信号ＬＴ＿Ｄ
１［１：０］の上位１ビットは駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿ＮとＨＤ＿ＳＴＢ２＿Ｎの選択
を示す情報であり、下位１ビットは発光ダイオードを駆動する、しないの選択を示す情報
である。
　尚、駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿ＮとＨＤ＿ＳＴＢ２＿Ｎのパルス幅は発光ダイオードの
駆動時間を示しており、駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿ＮとＨＤ＿ＳＴＢ２＿Ｎはそれぞれ違
うパルス幅の駆動信号である。
【００３５】
　図１３は、実施例１の発光ダイオードの露光イメージ図である。
　この図は、データ出力信号ＬＴ＿Ｄ１［１：０］に対応した、発光ダイオードの露光イ
メージを示す。（ａ）と（ｃ）は、発光ダイオードの駆動する、しないの選択を示す情報
であるデータ出力信号ＬＴ＿Ｄ１［０］がＬｏｗなので露光はされない。（ｂ）は、駆動
信号の選択を示す情報であるデータ出力信号ＬＴ＿Ｄ１［１］がＬｏｗであるので駆動信
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号ＨＤ＿ＳＴＢ２＿Ｎが選択され、駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ２＿Ｎのパルス幅だけ発光ダイ
オードが駆動される。（ｄ）は、駆動信号の選択を示す情報であるデータ出力ＬＴ＿Ｄ１
［１］がＨｉｇｈであるので駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿Ｎが選択され、駆動信号ＨＤ＿Ｓ
ＴＢ１＿Ｎのパルス幅だけ発光ダイオードが駆動される。
　以上は、記録ヘッドの形態として、ＬＥＤヘッドを用いて説明したが、抵抗素子、有機
ＥＬ素子、液晶シャッターを用いた記録ヘッドにも適用できる。
【００３６】
　（効果）の説明
　以上、詳細に説明したように、複数の駆動信号入力と、複数のビットの印刷データ入力
をもち、印刷データに基づいて、ストローブ信号を選択し、ＬＥＤを駆動する駆動回路を
設けることにより、複雑な回路を設けることなく、同一ライン上で複数の濃度ドットを発
生できるという効果を得る。
【実施例２】
【００３７】
　（構成）の説明
　図１４は、実施例２のプリンタ装置の制御系統説明図である。
　画像処理部９００は、図示しない上位装置より印刷データを受信し、受信した印刷デー
タをライン単位の印刷データに展開し、印刷制御部９０１へ送出する部分である。印刷制
御部９０１は受入れた印刷データをＬＥＤヘッド６００に送出すると共に、ＬＥＤヘッド
６００の動作を制御する部分である。画像処理部９００から印刷制御部９０１へは、印刷
開始指示信号ＰＲＮＴ、印刷データＰ＿ＤＡＴＡが送出される。印刷制御部９０１から画
像処理部９００へは、送信指示信号ＦＳＹＮＣと、ライン同期信号ＬＳＹＮＣが送出され
る。印刷制御部９０１からＬＥＤヘッド６００へは、印刷データ信号ＨＤ＿ＤＡＴＡ、ク
ロック信号ＨＤ＿ＣＬＫ、ラッチ信号ＨＤ＿ＬＯＡＤ、駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿Ｎ、Ｈ
Ｄ＿ＳＴＢ２＿が送出される。
【００３８】
　図１５は、実施例２の印刷制御部の構成のブロック図である。
　図に示すように、実施例２の印刷制御部９０１は、全位置情報記憶部９１１と、ポイン
タ制御部９１２と、印刷データ格納部９１３とを備える。全位置情報記憶部９１１は、Ｌ
ＥＤヘッド６００（図１４）の全発光ダイオードの位置情報を予め記憶するメモリである
。ポインタ制御部９１２は印刷データ格納部９１３の書込、読み出しポイントを制御する
部分である。印刷データ格納部９１３は印刷データを一時格納するバッファである。
【００３９】
　ポインタ制御部９１２から全位置情報記憶部９１１へは、受入れた印刷データＰ＿ＤＡ
ＴＡに対応する発光ダイオードの順番を示す位置指定信号ＰＳ１が送出される。全位置情
報記憶部９１１からポインタ制御部９１２へは、発光ダイオードの位置情報信号ＰＳ２が
送出される。位置情報信号ＰＳ２は位置指定信号ＰＳ１で示された発光ダイオードの位置
情報である。ポインタ制御部９１２から印刷データ格納部９１へは、受入れた印刷データ
Ｐ＿ＤＡＴＡの対応する発光ダイオードの順番を示す位置指定信号ＰＳ１と、位置情報信
号ＰＳ２に基づいて得られたラインポインタＰＳ３が送出される。
【００４０】
　図１６は、実施例２の発光部ユニットのブロック図である。
　この図は、図２に示した発光部ユニット６０６の内部構成と、発光部ユニット６０６ど
うしの接続を示す図である。発光部ユニット６０６はシフトレジスタ部６１１と、ラッチ
部６１２と、駆動部６１３と、ＬＥＤアレイ１１４とで構成されている。本実施例のＬＥ
Ｄアレイ１１４は１９２個の発光ダイオードが配設されたものである。ＬＥＤヘッド６０
０（図１４）にはＬＥＤアレイ１１４を有する発光部ユニット６０６が２６個配設されて
おり、全部で１９２×２６＝４９９２個の発光ダイオードが備えられている。シフトレジ
スタ部６１１には印刷データ信号ＨＤ＿ＤＡＴＡとクロック信号ＨＤ＿ＣＬＫが入力され
、シフトレジスタ部６１１のシフト出力信号ＳＦ＿Ｒは次の発光部ユニット内のシフトレ
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ジスタ部に入力される。
【００４１】
　ラッチ部６１２には、シフトレジスタ部６１１のデータ出力信号ＦＦ＿Ｔと、ラッチ信
号ＨＤ＿ＬＯＡＤが入力される。駆動部６１３には、ラッチ部６１２からのデータ出力信
号ＬＴ＿Ｔと、駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿Ｎ、ＨＤ＿ＳＴＢ２＿Ｎが入力される。ＬＥＤ
アレイ１１４には、駆動部６１３からのデータ駆動信号ＤＲ＿ＤＴが入力される。以下に
各部分を詳細に説明する。
【００４２】
　図１７は、実施例２のシフトレジスタ部の内部構成図である。
　図に示すように、シフトレジスタ部６１１は、１９２個の１ビットのフリップフロップ
ＦＦＬ１～ＦＦＬ１９２からなるシフトレジスタである。フリップフロップＦＦＬ１～Ｆ
ＦＬ１９２の出力であるデータ出力信号ＦＦ＿Ｔ１～ＦＦ＿Ｔ１９２は、図１６のデータ
出力信号ＦＦ＿Ｔを詳しく示したもので、ラッチ部６１２へ入力される。シフトレジスタ
部６１１における最終段のフリップフロップＦＦＬ１９２の出力であるシフト出力信号Ｓ
Ｆ＿Ｔは、次の発光部ユニット内のシフトレジスタ部に入力される。尚、実施例１に於け
るシフトレジスタ部１１１（図６）は、２ビットのフリップフロップにより構成されてい
るが、本実施例では、１ビットのフリップフロップにより構成されていることに留意すべ
きである。
【００４３】
　図１８は、実施例２のラッチ部の内部構成図である。
　図に示すように、ラッチ部６１２は、１９２個の１ビットのラッチ回路ＬＴＣ～ＬＴＣ
１９２で構成される。ラッチ回路ＬＴＣ１～ＬＴＣ１９２には、ラッチ信号ＨＤ＿ＬＯＡ
Ｄと、シフトレジスタ部６１１のフリップフロップＦＦＬ１～ＦＦＬ１９２の出力である
データ出力信号ＦＦ＿Ｔ１～ＦＦ＿Ｔ１９２が、それぞれ入力される。ラッチ回路ＬＴＣ
１～ＬＴＣ１９２の出力であるデータ出力信号ＬＴ＿Ｔ１～ＬＴ＿Ｔ１１９２は、図１５
に示したラッチ部６１２のデータ出力信号ＬＴ＿Ｔを詳しく示したもので、駆動部６１３
へ接続される。尚、実施例１に於けるラッチ部１１２（図７）は、２ビットのラッチ回路
により構成されているが、本実施例では、１ビットのラッチ回路により構成されているこ
とに留意すべきである。
【００４４】
　図１９は、実施例２の駆動部の内部構成図である。
　図に示すように、駆動部６１３は、１９２個の駆動回路ＤＲＶ１～ＤＲＶ１９２で構成
される。駆動回路ＤＲＶ１～ＤＲＶ１９２には駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿Ｎ、ＨＤ＿ＳＴ
Ｂ２＿Ｎと、ラッチ部６１２のラッチ回路ＬＴＣ１～ＬＴＣ１９２の出力であるデータ出
力信号ＬＴ＿Ｔ１～ＬＴ＿Ｔ１９２がそれぞれ入力されている。駆動回路ＤＲＶ１～ＤＲ
Ｖ１９２の出力であるデータ出力信号ＤＲ＿Ｔ１～ＤＲ＿Ｔ１９２は、図１６に示した駆
動部６１３のデータ出力信号ＤＲ＿Ｔを詳しく示したもので、ＬＥＤアレイ１１４へ接続
される。尚、実施例１に於ける駆動部１１３（図８）は、２ビットのデータ出力信号ＬＴ
＿Ｄ１［１：０］～ＬＴ＿Ｄ１９２［１：０］をラッチ部１１２（図７）から受入れてい
るが、本実施例では、１ビットのデータ出力信号ＬＴ＿Ｔ１～ＬＴ＿Ｔ１９２をラッチ部
６１２（図１８）から受入れていることに留意すべきである。
【００４５】
　図２０は、実施例２の駆動回路の内部構成図である。
　図に示すように、駆動回路ＤＲＶ１は、ＡＮＤ回路６３１、６３２、ＯＲ回路６３３、
ＮＡＮＤ回路６３４、ＰＭＯＳトランジスタ６３５、位置情報記憶部６３６で構成される
。ＡＮＤ回路６３１の入力には位置情報記憶部６３６の出力の負論理信号と、駆動信号Ｈ
Ｄ＿ＳＴＢ１＿Ｎの負論理信号が接続される。ＡＮＤ回路６３１回路６３２の入力には位
置情報記憶部６３６の出力と、駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ２＿Ｎの負論理信号が接続される。
ＯＲ回路６３３の入力にはＡＮＤ回路６３１と６３２の出力が接続される。ＰＭＯＳトラ
ンジスタのゲートにはＮＡＮＤ回路６３４の出力が接続され、ドレインには電圧Ｄｄｄが
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印加され、ソース（ＤＲ＿Ｔ１）には発光ダイオードＬＤ１が接続される。
　尚、位置情報記憶部６３６に記憶される位置情報は、印刷制御部９０１にも記憶される
。
【００４６】
　（動作）の説明
　タイムチャートを用いて制御系統（図１４）の動作について説明する。
　図２１は、実施例２のプリンタ装置の制御系統のタイムチャートである。
　このタイムチャートは、画像処理部９００と印刷制御部９０１とＬＥＤヘッド６００の
動作を示すタイムチャートである。図の上から順番に印刷開始指示信号ＰＲＮＴ、送信指
示信号ＦＳＹＮＣ、ライン同期信号ＬＳＹＮＣ、印刷データＰ＿ＤＡＴＡ、印刷データ信
号ＨＤ＿ＤＡＴＡ、クロック信号ＨＤ＿ＣＬＫ、ラッチ信号ＨＤ＿ＬＯＡＤ、駆動信号Ｈ
Ｄ＿ＳＴＢ１＿Ｎ、及び、駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ２＿Ｎの各信号波形を表し、最下段に、
各信号共通の時刻（Ｔ）を表している。
【００４７】
　この図を用いて、随時、図１４、図１６を参照しながら、画像処理部９００と印刷制御
部９０１とＬＥＤヘッド６００の動作について、以下に時刻順に詳細に説明する。
　画像処理部９００（図１４）は図示しない上位装置より印刷データを受信すると、受信
した印刷データをライン単位の印刷データに展開し、印刷制御部９０１に送信する印刷デ
ータの作成を開始する。
【００４８】
　時刻Ｔ１
　画像処理部９００（図１４）は印刷データの準備が整うと、印刷開始指示信号ＰＲＮＴ
により、印刷制御部９０１に印刷開始を指示する。
【００４９】
　時刻Ｔ２
　印刷制御部９０１（図１４）は、この印刷開始指示信号ＰＲＮＴを受け、印刷を開始す
べく、送信指示信号ＦＳＹＮＣと、ライン同期信号ＬＳＹＮＣを画像処理部９００（図１
４）に送出する。
【００５０】
　時刻Ｔ３
　画像処理部９００（図１４）は、この送信指示信号ＦＳＹＮＣとライン同期信号ＬＳＹ
ＮＣを受けて、印刷制御部９０（図１４）１へ、印刷データＰ＿ＤＡＴＡを使用して１ラ
イン分の印刷データの送出を開始する。画像処理部９００（図１４）は、送信指示信号Ｆ
ＳＹＮＣがＨの間、ライン同期信号ＬＳＹＮＣの間隔内に、印刷データＰ＿ＤＡＴＡを使
用して１ライン分の印刷データを印刷制御部９０１（図１４）に送出する。印刷制御部９
０１に送出された印刷データは、印刷データＰ＿ＤＡＴＡを使用して、クロック信号ＨＤ
＿ＣＬＫに同期しながら、随時ＬＥＤヘッド６００（図１４）に送出される。ＬＥＤヘッ
ド６００（図１４）は４９９２個の発光ダイオードを備えているため、印刷制御部９０１
（図１４）は、印刷データ信号ＨＤ＿ＤＡＴＡを使用して、１ビットのデータ送信をクロ
ック信号ＨＤ＿ＣＬＫに同期させて４９９２回繰り返し、１ライン分の印刷データを送出
する。ＬＥＤヘッド６００（図１４）は、クロック信号ＨＤ＿ＣＬＫに同期して、印刷デ
ータ信号ＨＤ＿ＤＡＴＡを、随時シフトレジスタ部６１１（図１４）にシフト転送してい
く。４９９２回のクロック信号ＨＤ＿ＣＬＫの同期で、ＬＥＤヘッド６００のシフトレジ
スタに１ライン分の印刷データが格納された状態になる。
【００５１】
　時刻Ｔ４
　印刷制御部９０１（図１４）はＬＥＤヘッド６００にラッチ信号ＨＤ＿ＬＯＡＤを送出
する。ＬＥＤヘッド６００（図１４）は、このラッチ信号ＨＤ＿ＬＯＡＤを受けてシフト
レジスタ部６１１（図１４）に格納された印刷データＦＦ＿Ｔをラッチ部６１２（図１６
）にラッチする。
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【００５２】
　時刻Ｔ５
　印刷制御部９０１（図１４）は、パルス幅の異なる駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿Ｎ、ＨＤ
＿ＳＴＢ２＿ＮをＬＥＤヘッド６００（図１４）に送出する。ＬＥＤヘッド６００（図１
４）の駆動部６１３（図１６）は、この駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿ＮとＨＤ＿ＳＴＢ２＿
Ｎとラッチ部６１２からのデータ出力信号ＬＴ＿Ｔを受けて、ＬＥＤアレイを駆動するた
めのデータ駆動信号ＤＲ＿Ｔを出力する。印刷制御部９０１（図１４）は、この一連の動
作をライン単位で繰り返し行い、ＬＥＤヘッド６００（図１４）を制御する。印刷制御部
９０１（図１４）は、２Ｐ、１Ｐ、８Ｐ、４Ｐのパルス幅の駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿Ｎ
をライン単位で順次繰り返し出力する（Ｐは任意の単位である）。
【００５３】
　次に図２０を用いて、駆動回路ＤＲＶ１の動作について説明する。位置情報記憶部６３
６には、予め１ビットの位置情報が記憶されている。位置情報記憶部６３６は、記憶され
ている位置情報を出力する。
　まず、位置情報記憶部６３６に記憶されている位置情報がＬｏｗの場合を説明する。Ａ
ＮＤ回路６３１の入力は、位置情報の逆論理のＨｉｇｈで、もう一方の入力が駆動信号Ｈ
Ｄ＿ＳＴＢ１＿Ｎの逆論理であるので、ＡＮＤ回路６３１の出力は駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ
１＿Ｎの逆論理信号になる。ＡＮＤ回路６３２の１入力である位置情報がＬｏｗであるの
で、ＡＮＤ回路６３２の出力はＬｏｗである。ＯＲ回路６３３の入力は、ＡＮＤ回路６３
１の出力である駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿Ｎの逆論理信号と、ＡＮＤ回路６３２の出力で
あるＬｏｗであるので、ＯＲ回路６３３の出力は駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿Ｎの逆論理信
号である。
【００５４】
　ＮＡＮＤ回路６３４の入力はデータ出力信号ＬＴ＿Ｔ１と、ＯＲ回路６３３の出力であ
る駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿Ｎの逆論理信号であるので、データ出力信号ＬＴ＿Ｔ１がＨ
ｉｇｈの場合にのみ、ＮＡＮＤ回路６３４の出力が駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿Ｎと同じに
なり、駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿ＮがＬｏｗの期間ＰＭＯＳトランジスタ６３５をオンす
ることになり、駆動回路ＤＲＶ１の出力するデータ出力信号ＤＲ＿Ｔ１は駆動信号ＨＤ＿
ＳＴＢ１＿ＮがＬｏｗの期間Ｈｉｇｈになる。
【００５５】
　次に、位置情報記憶部６３６に記憶されている位置情報がＨｉｇｈの場合を説明する。
ＡＮＤ回路６３１の１入力である位置情報の逆論理のＬｏｗであるので、ＡＮＤ回路６３
１の１入力である位置情報の逆論理のＬｏｗであるので、ＡＮＤ回路６３１の出力はＬｏ
ｗである。ＡＮＤ回路６３２の１入力である位置情報がＨｉｇｈで、もう一方の入力が駆
動信号ＨＤ＿ＳＴＢ２＿Ｎの逆論理であるので、ＡＮＤ回路６３２の出力は駆動信号ＨＤ
＿ＳＴＢ２＿Ｎの逆論理信号になる。ＯＲ回路６３３の入力は、ＡＮＤ回路６３１の出力
であるＬｏｗと、ＡＮＤ回路６３２の出力である駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ２＿Ｎの逆論理信
号であるので、ＯＲ回路６３３の出力は駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ２＿Ｎの逆論理信号である
。ＮＡＮＤ回路６３４の入力はデータ出力信号ＬＴ＿Ｔ１と、ＯＲ回路６３３の出力であ
る駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ２＿Ｎの逆論理信号であるので、データ出力信号ＬＴ＿Ｔ１がＨ
ｉｇｈ場合にのみ、ＮＡＮＤ回路６３４の出力が駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ２＿Ｎと同じにな
り、ＨＤ＿ＳＴＢ２＿ＮがＬｏｗの期間ＰＭＯＳトランジスタ６３５をオンすることにな
り、駆動回路ＤＲＶ１の出力するデータ駆動信号ＤＲ＿Ｔ１は駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ２＿
ＮがＬｏｗの期間Ｈｉｇｈになる。
【００５６】
　次に、ＬＥＤヘッド６００（図１４）により、ｎ本のラインを用いて、同じ主走査位置
でｎラインに並んだ複数のドットで階調を表現する動作について説明する。ここではｎを
４とする。
　図２２は、実施例２の発光ダイオードの露光イメージ図（その１）である。
　この図は、駆動時間の異なる４ラインで階調表現を行う場合の駆動信号と露光イメージ
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を模式的に示した図であり、随時、図２０を併用して説明する。
【００５７】
　ここでは、縦２４００ＤＰＩの間隔で並んだ４ラインにより、縦６００ＤＰＩの階調表
現を行うものとし、駆動回路ＤＲＶ１の位置情報記憶部６３６にはＬｏｗが記憶されてい
るものとする。よって駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿Ｎが常に選択される。図中、（ａ）は、
上のラインから順にデータ出力信号ＬＴ＿Ｔ１が０，０，０，０であった場合の露光イメ
ージである。（ｂ）は、０，０，０，１である場合の露光イメージである。（ｃ）は、０
，０，１，０の場合の露光イメージである。
（ｄ）は、０，０，１，１の場合の露光イメージである。（ｅ）は、０，１，０，０の場
合の露光イメージである。（ｆ）は、０，１，０，１の場合の露光イメージである。（ｇ
）は、０，１，１，０の場合の露光イメージである。（ｈ）は、０，１，１，１の場合の
露光イメージである。（ｉ）は、１，０，０，０の場合の露光イメージである。（ｊ）は
、１，０，０，１の場合の露光イメージである。（ｋ）は、１，０，１，０の場合の露光
イメージである。（ｌ）は、１，０，１，１の場合の露光イメージである。（ｍ）は、１
，１，０，０の場合の露光イメージである。（ｎ）は、１，１，０，１の場合の露光イメ
ージである。（ｏ）は、１，１，１，０の場合の露光イメージである。（ｐ）は、１，１
，１，１の場合の露光イメージである。このように、駆動時間の異なる４ラインにより（
ａ）～（ｐ）通りの階調表現が可能であることを表している。
【００５８】
　図２３は、実施例２の発光ダイオードの露光イメージ図（その２）である。
　図中、（ａ）は、駆動回路ＤＲＶ１の位置情報記憶部６３６に記憶されている位置情報
がＬｏｗで、上のラインから順にデータ出力信号ＬＴ＿Ｔ１が１，１，１，１，０，０と
いうデータの場合の露光イメージである。（ｂ）は、駆動回路ＤＲＶ１の位置情報記憶部
６３６に記憶されている位置情報がＨｉｇｈで、上のラインから順にデータ出力信号ＬＴ
＿Ｔ１が０，０，１，１，１，１というデータ（（ａ）に対して２ライン下にデータをず
らした）場合の露光イメージである。位置情報記憶部６３６に記憶された値により、（ａ
）の場合は駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿Ｎ（図２０）が選択され、（ｂ）では駆動信号ＨＤ
＿ＳＴＢ２＿Ｎ（図２０）が選択される。（ａ）に対して（ｂ）は１２００ＤＰＩ下にず
れていることが分かる。
【００５９】
　図２４は、実施例２の発光ダイオードの取付位置ずれのイメージ図である。
　図中、（ａ）は、発光ダイオードの取付位置を示すイメージ図である。（ｂ）は、（ａ
）に対応する位置情報を示した図である。（ｃ）は、画像処理部９００から印刷制御部９
０１に送出される印刷データの１例を示す図である。（ｄ）は、画像処理部９００から印
刷制御部９０１に１ライン目の印刷データが送出された後の、印刷データ格納部９１３の
内容を示した図である。
（ｅ）は、画像処理部９００から印刷制御部９０１に２ライン目の印刷データが送出され
た後の、印刷データ格納部９１３の内容を示した図である。（ｆ）は、画像処理部９００
から印刷制御部９０１に４ライン目の印刷データが送出された後の、印刷データ格納部９
１３の内容を示した図である。
【００６０】
　これらの図（図２４（ａ）～図２４ｆ））と、図１５を併用しながら、発光ダイオード
の取付け位置がずれている場合について説明する。ここでは便宜上、発光ダイオードＬＤ
１～ＬＤ８の８つのみにおいて説明する。発光ダイオードが（ａ）の様に、左の４つのＬ
Ｄ１～４に対し、右の４つのＬＤ５～８が１２００ＤＰＩ上にずれているものとする。（
ｂ）に示すように、発光ダイオードそれぞれに対応する位置情報は左から順に０，０，０
，０，１，１，１，１で、１２００ＤＰＩ上にずれている発光ダイオードの位置情報が１
である。この位置情報は全位置情報記憶部９１１と駆動回路ＤＲＶ１～ＤＲＶ８の位置情
報記憶部６３６に予め記憶されているものとする。
【００６１】
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　（ｃ）は、画像処理部９００から印刷制御部９０１に送出されてくる印刷データである
。画像処理部９００から印刷制御部９０１へは、ライン単位で印刷データが送出される。
（ｄ）は、画像処理部９００から１ライン目の印刷データを受信した後の印刷データ格納
部９１３の内容を示した図である。ここでは印刷データ格納部９１３は印刷データ６ライ
ン分を格納可能なもので、１ラインの受け入れ前には全て０が格納されていたものとする
。
【００６２】
　１ライン目のＬＤ１に対応するデータを受入れるとき、ポインタ制御部９１２から全位
置情報記憶部９１１へＬＤ１の順番ＰＳ１＝１が出力される。全位置情報記憶部９１１は
これを受けてＬＤ１の位置情報ＰＳ２＝０を出力する。ポインタ制御部９１２はこれを受
けて、ＰＳ１＝１と１ライン目のポインタＰＳ３＝１を印刷データ格納部９１３に出力す
る。印刷データ格納部９１３はＰＳ１とＰＳ３を受けて、印刷データを１ライン目のＬＤ
１に対応する場所に格納する。ＬＤ２～ＬＤ４も同様に、ＬＤ２～ＬＤ４の順番ＰＳ１＝
２～４と、１ライン目のポインタＰＳ３＝１が印刷データ格納部４１３に出力され、１ラ
イン目のＬＤ２～ＬＤ４に対応する場所に印刷データが格納される。
【００６３】
　１ライン目のＬＤ５に対応するデータを受入れるとき、ポインタ制御部９１２から全位
置情報記憶部９１１へＬＤ５の順番ＰＳ１＝５が出力される。全位置情報記憶部９１１は
これを受けてＬＤ５の位置情報ＰＳ２＝１を出力する。ポインタ制御部９１２は位置情報
ＰＳ２＝１の場合にはラインポインタをプラス２して出力する。そこで、ＰＳ１＝５と、
３ライン目のポインタＰＳ３＝３（１＋２）を印刷データ格納部９１３に出力する。印刷
データ格納部９１３はＰＳ１とＰＳ３を受けて、印刷データを３ライン目のＬＤ５に対応
する場所に格納する。ＬＤ６～ＬＤ８も同様に、ＬＤ６～ＬＤ８の順番ＰＳ１＝６～８と
、３ライン目のポインタＰＳ３＝３が印刷データ格納部９１３に出力され、３ライン目の
ＬＤ６～ＬＤ８に対応する場所に印刷データが格納される。
【００６４】
　（ｅ）は、画像処理部９００から２ライン目の印刷データを受入れた後の印刷データ格
納部９１３の内容を示した図である。２ライン目のＬＤ１に対応するデータを受入れると
き、ポインタ制御部９１２から全位置情報記憶部９１１へＬＤ１の順番ＰＳ１＝１が出力
される。全位置情報記憶部９１１はこれを受けてＬＤ１の位置情報ＰＳ２＝０を出力する
。ポインタ制御部９１２はこれを受けて、ＰＳ１＝１と２ライン目のポインタＰＳ３＝２
を印刷データ格納部９１３に出力する。印刷データ格納部９１３はＰＳ１とＰＳ３を受け
て、印刷データを２ライン目のＬＤ１に対応する場所に格納する。ＬＤ２～ＬＤ４も同様
に、ＬＤ１～ＬＤ４の順番ＰＳ１＝２～４と、２ライン目のポインタＰＳ３＝２が印刷デ
ータ格納部９１３に出力され、２ライン目のＬＤ２～ＬＤ４に対応する場所に印刷データ
が格納される。
【００６５】
　２ライン目のＬＤ５に対応するデータを受入れるとき、ポインタ制御部９１２から全位
置情報記憶部４１１へＬＤ５の順番ＰＳ１＝５が出力される。全位置情報記憶部９１１は
これを受けてＬＤ５の位置情報ＰＳ２＝１を出力する。ポインタ制御部９１２は位置情報
ＰＳ２＝１の場合にはラインポインタをプラス２して出力する。そこで、ＰＳ１＝５と４
ライン目のポインタＰＳ３＝４（２＋２）を印刷データ格納部９１３に出力する。印刷デ
ータ格納部９１３はＰＳ１とＰＳ３を受けて、印刷データを４ライン目のＬＤ５に対応す
る場所に格納する。ＬＤ６～ＬＤ８も同様に、ＬＤ６～ＬＤ８の順番ＰＳ１＝６～８と、
４ライン目のポインタＰＳ３＝４が印刷データ格納部９１３に出力され、４ライン目のＬ
Ｄ６～ＬＤ８に対応する場所に印刷データが格納される。（ｆ）は、同様にして、画像処
理部９００から４ライン目の印刷データを受信した後の印刷データ格納部９１３の内容を
示した図である。
【００６６】
　図２５は、実施例２の発光ダイオードの露光イメージ図（その３）である。
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　この図は、ＬＥＤヘッド６００を用いて、図２４（ｆ）の様に編集された印刷データに
基づいて、発光を行った場合の露光イメージである。図中、１ライン目は、ＬＤ１～ＬＤ
４の印刷データが１であり、更に印刷情報が０であるので、ＬＤ１～ＬＤ４は、ＨＤ＿Ｓ
ＴＢ１＿Ｎの１ライン目のパルス幅である８Ｐ時間駆動される。ＬＤ５～ＬＤ８の印刷デ
ータは０であるのでＬＤ５～ＬＤ８は駆動されない。
２ライン目は、ＬＤ１～ＬＤ４の印刷データが１であり、更に位置情報が０であるので、
ＬＤ１～ＬＤ４は、駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿Ｎの２ライン目のパルス幅である４Ｐ時間
駆動される。ＬＤ５～ＬＤ８の印刷データは０であるのでＬＤ５～ＬＤ８は駆動されない
。
【００６７】
　３ライン目は、ＬＤ１～ＬＤ４の印刷データが１であり、更に位置情報が０であるので
、ＬＤ１～ＬＤ４は、駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿Ｎの３ライン目のパルス幅である２Ｐ時
間駆動される。ＬＤ５～ＬＤ８の印刷データは１であり、更に、位置情報が１であるので
、ＬＤ５～ＬＤ８は、駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ２＿Ｎの３ライン目のパルス幅である８Ｐ時
間駆動される。４ライン目は、ＬＤ１～ＬＤ４の印刷データが１であり、更に位置情報が
０であるので、ＬＤ１～ＬＤ４は、駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ１＿Ｎの４ライン目のパルス幅
である１Ｐ時間駆動される。ＬＤ５～ＬＤ８の印刷データは１であり、更に、位置情報が
１であるので、ＬＤ５～ＬＤ８は、駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ２＿Ｎの４ライン目のパルス幅
である４Ｐ時間駆動される。
【００６８】
　５ライン目は、ＬＤ１～ＬＤ４の印刷データが０であるので、ＬＤ１～ＬＤ４は駆動さ
れない。ＬＤ５～ＬＤ８の印刷データは１であり、更に、位置情報が１であるので、ＬＤ
５～ＬＤ８は、駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ２＿Ｎの５ライン目のパルス幅である２Ｐ時間駆動
される。６ライン目は、ＬＤ１～ＬＤ４の印刷データが０であるので、ＬＤ１～ＬＤ４は
駆動されない。ＬＤ５～ＬＤ８の印刷データは１であり、更に、位置情報が１であるので
、ＬＤ５～ＬＤ８は、駆動信号ＨＤ＿ＳＴＢ２＿Ｎの６ライン目のパルス幅である１Ｐ時
間駆動される。
　図からも分かるように、露光結果には発光ダイオードの取付けの位置のずれが現れない
ことになる。以上は、記録ヘッドの形態として、ＬＥＤヘッドを用いて説明したが、抵抗
素子、有機ＥＬ素子、液晶シャッターを用いた記録ヘッドにも適用できる。
【００６９】
　（効果）の説明
　以上、詳細に説明したように、複数の駆動信号入力と、位置情報を記憶する位置情報記
憶部をもち、位置情報に基づいてストローブ信号を選択し、ＬＥＤを駆動する駆動回路を
設け、駆動時間の異なるｎラインを用いて階調表現を行う場合、発光ダイオードの位置ず
れを印刷結果に現れない様に補正することができるという効果を得る。
【産業上の利用可能性】
【００７０】
　本発明に関る画像形成装置の例として、プリンタについて説明したが、本発明はこの例
に限定されるものでは無い。即ち、複合機や複写機、ＦＡＸ等の他の画像形成装置に関し
て同様の効果を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００７１】
【図１】ＬＥＤヘッドの断面図である。
【図２】ＬＥＤヘッドの平面配置図である。
【図３】プリンタ装置の概略構成の断面図である。
【図４】実施例１のプリンタ装置の制御系統説明図である。
【図５】実施例１の発光部ユニットのブロック図である。
【図６】実施例１のシフトレジスタ部の内部構成図である。
【図７】実施例１のラッチ部の内部構成図である。
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【図９】ＬＥＤアレイの内部構成図である。
【図１０】実施例１の駆動回路の内部構成図である。
【図１１】実施例１のプリンタ装置の制御系統のタイムチャートである。
【図１２】実施例１の駆動部の動作を示すタイムチャートである。
【図１３】実施例１の発光ダイオードの露光イメージ図である。
【図１４】実施例２のプリンタ装置の制御系統説明図である。
【図１５】実施例２の印刷制御部の構成のブロック図である。
【図１６】実施例２の発光部ユニットのブロック図である。
【図１７】実施例２のシフトレジスタ部の内部構成図である。
【図１８】実施例２のラッチ部の内部構成図である。
【図１９】実施例２の駆動部の内部構成図である。
【図２０】実施例２の駆動回路の内部構成図である。
【図２１】実施例２のプリンタ装置の制御系統のタイムチャートである。
【図２２】実施例２の発光ダイオードの露光イメージ図（その１）である。
【図２３】実施例２の発光ダイオードの露光イメージ図（その２）である。
【図２４】実施例２の発光ダイオードの取付位置ずれのイメージ図である。
【図２５】実施例２の発光ダイオードの露光イメージ図（その３）である。
【符号の説明】
【００７２】
　１０６　　発光部ユニット
　１１１　　シフトレジスタ部
　１１２　　ラッチ部
　１１３　　駆動部
　１１４　　ＬＥＤアレイ
　ＨＤ＿ＳＴＢ１＿Ｎ　　駆動信号
　ＨＤ＿ＳＴＢ２＿Ｎ　　駆動信号
　ＨＤ＿ＤＡＴＡ［１：０］　　印刷データ信号
　ＨＤ＿ＣＬＫ　　クロック信号
　ＨＤ＿ＬＯＡＤ　　ラッチ信号
　ＦＦ＿Ｄ　　データ出力信号
　ＬＴ＿Ｄ　　データ出力信号
　ＤＲ＿Ｄ　　データ出力信号
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